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　1.目的・概要

　　住宅の給水および給湯配管に使用される樹脂管（ポリブテン管および架橋ポリエチレン管）の施工方法

　には、さや管ヘッダ－工法および先分岐工法がある。その施工要領および使用部材はメ－カ－ごとに異な

　るため、認識不足による不具合を防止するには、施工前に採用メ－カ－の接続方法を確認する必要がある。

　以下に、クボタシ－アイ㈱／ポリブテン管、架橋ポリエチレン管／さや管ヘッダ－工法の施工要領および

　施工のポイントを示す。　

　2.施工要領およびポイント

（１） ポリブテン、架橋ポリエチレンのどちらにも使用可能

（10Ａと13Ａについては、ＰＢ管、ＰＥＸ管兼用で使用可能）

（16Ａと20Ａについてはそれぞれ専用で品揃え）

（２） スピーディな施工

管を切断して差込むだけの簡単施工

インコアの挿入や面取り、マーキングが不要

（３） 一目で分かる施工確認

パイプ挿入部には透明樹脂を使用。挿入状態を一目で確認

青色（赤色）のテーパーガイドが標線を超えて奥に当たれば施工完了

（４） 管の外面キズの影響を受けにくい内面シール

（５） 軽量化

（６） 施工要領
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（７） 　管継手の機構（抜け止め対策）

　ワンタッチ継手は、管継手に内蔵されたステンレス

　抜け出し防止部材が、管を差込むだけで引き抜きを

　阻止。（左図①参照）

　

　

　

　3.試験圧力

時間 時間

10分間 60分間

5分間 60分間

※ポリブテン管は、初期圧力まで昇圧して放置し、10分後に試験圧力まで降圧する。

　架橋ポリエチレン管は、昇圧を繰り返し、5分間初期圧力を保持する。

　4.講習会の開催について

顧客要望により、着手前講習（製品説明、施工実演・実習）、着手後講習（施工指導）を実施する。

　5.構成部品

架橋ポリエチレン管によるさや管ヘッダ-工法の構成部材（給水系統）の一例を示す。

ＭＢ

・おねじソケット

給湯設備

・おねじソケット

・ユニオンソケット

台所

・給水栓ソケット/ＢＯＸ

浴室

・給水栓エルボ/ＢＯＸ

洗面所

・給水栓ソケット/ＢＯＸ

洗濯

・給水栓エルボ/ＢＯＸ

トイレ

・給水栓ソケット/ＢＯＸ

　6.連絡・問合せ先

（株）クボタケミックス　　東日本支社　営業第一課　TEL　（03）5695-3349

             　　        西日本支社　営業第一課　TEL　（06）6648-2265
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管種

資　　料

ポリブテン管

架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管

試験圧力

0.74MPa

0.75MPa

圧力試験（準備）

初期圧力 ※

圧力試験（本試験）

0.94～1.04MPa

0.75MPa

判定

圧力0.64MPa以上

圧力0.55MPa以上


